
28 

5. 汎槃図 修川囁（ベルギー[ i/美術）依史 tt'J物館）

Ne加n (N加叩）〈Befo re Tr ea tm ent >

(Musecs royaux cl'Art et cl'Hisloirc) 

6. イI各 fliJ_ 後

〈 (\「 Lcr Tr ca lrn cnl >



涅 槃 図

杓成 17年度修似 ,1,;業

111111 名 ： i 間槃図

所）1泌： ベルギー ：1:. \·rJこ術祝; 丈 1· 1_ 1J':物 創·,;
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涅槃図

作 i'11 'i 名柑槃l '.i< I

）り［・ イ i 竹 べ lレ ギー , : ゞ(入術梱史 1· ,_ I/ 物創',

）所）i': 泌番 り· .J.514 

i'11'i 質釦本 竹色

修 J叶！施 I ・・ イ i 限 仝 -rI: JJ又 111 月 · ': 珠,; ;;

代表」収紺j';役 JJX: 111 州（之

修 理報乞

〒520-0 525 滋 賀限人:i p: ii J・ 小肌 fJ 144-I 

イI多 」：1P. JtJJ J/1ij 2005 イ I '· 5 J J 27 11 ~ 2 006 イ I '· 3 J J 2'.311 

1 • 損偽概要及び修理前の状態

． 苫：し い折姐及び亀裂

・ 多 数の }J11 ;"('1: (JI! は I ·. ·111 袖修糸Il Iｷ. • 本紙利糸il Iｷ •) 

・ 叙な 具）＇け の判翡m . 依I] 洛

• 利糸ll の、'./< I] 麿I(; . )ii ] 洛（公彩色 ・ 災金舒'j のぷ1111 し た f:'~'1所あ り）

・ 経年に よ るシミ ・ 付石物＾｀『 の i げ し （蠅災 ・ 紙繊糾など ）

・ 料糾の縦 ぎ II の掠似

• 本紙料糸il のズ レ、移動、 船i り

・ 衣装裂地の担1蒻

． 枯1 の経年劣化によ る 災打紙の粋 c

・ 面出 した災令舒'j

・高出 した災彩色

・ イ＜ 具合な 1 11 約? い

• 発装令物による衣装裂廿li勾

・ 染み ・ 付ぷ物的の tりれ

• 金 , ,咄の舒介の 杓れ

2 • 修理方針概要

[ 』,'ij杏 ］

・ 廿 11幼状況 、 料紙の特徴 ・ 繊糾糾）戎、作贔け1多態観察芍の 叫，j介 を 伯 う 。

［剥落」し 〕

（イ i")jJX: 111 』]珠堂

坂 Ill 牙if之

・ 絵具 ）府 の糾落及び釧落の懸念 さ れ る 箇所に膠水溶液の途布及び剥詞!U粋への合浸により強化をはか

る 。 高濃炭水浴液の使用的 は更なる剥離を助長する要囚となりうるため行わな い 。



イl多 J1 1 1. -m: 1 ;· sg

図 l イI多 JI J!_ij 1 j : ~ ゞ i牧（命I · 光 1i',;d;診 ）

Fin:. I l3cforc L 「ca trncnl: Pai nli ng (obi i quc photograph) Fig. 2 八flc r lrcalmenl: Painl1ng 

[ 111 袖修 V'ii 所の除幻 ※履 I · につ しヽ ては 允分な 協議 ・ 検討 を 11' う 。

・ ク( ~人 箇所 よ り も 人 きく 州）」柊 さ れ、 た補修材や本紙料糸i1 と 風介し 、 ． 織糾織のそ ぐわな しヽ祉i修糸il を除l、.

る 。 または、）~ I I "代 さ i した 袖修材の処 ；；忙 につしヽては、 罰； 11 、'i= 協議 ・ 検 ，けの 1 -. r11 断す る 。

「 1' 11 Hi各 1
· )(失 箇所に fl 打 11111 'f如 ll の 料糸I l と 詞様·の 係設糾脊設 ・ 糸繊度の祉'j修 ）ll', し(-綜劣化糸i い を イ史 J i] し、 祉げ: ll を 1 J 

l 'f< III修箇所の 何 Iじ厖 ］

· f< 1 l l 糸 1 1 を 施 した箇所に袖彩を 1 j・ う 。 加 喩などは 1jｷ わず、地 色に介わせた補彩に留め 、 111 111 (1j 仝休の ， LJ ,'材II

を 保つ 。

［折州の修似］

. Ji'~' 及打 を 施 , ·.後、必 I(1 i よ リ折伏せ ( 2~3 111111 11) に 切 ltJT した枯紙） を核軒し、 折部分 を 袖強 し修似す

z., 0 

「 i り i しの 除L]

• iJ息：辿l;J, i > を i'.l.'. J ll し 、吸水紙に吸ィヽり させて 除 J.~· する 。 残佑槃 ， ' , i'I の経介変化や劣化/)II 辿 などの将米的 カ

出偽 も懸念されるため 、 退' ,i' , "_Y;-; の使 J IJ は 1 i わなし ． 。

[ 111 必オ ［紙除L及び、 新・ たな 幻r • 11: ,ｷt:J 

・ 経年 によ り 料紙の ）l旭弱化が懸念 さ i

も砒 し「屹式）IJ し I ·.法」 a) を 採 ） IJ する 。

疫打紙をすべて 除 L-する 。 出似が苫しいため、安今 を

• I I J修J1 1!. 11 、『の 1 1f辿性 を も邸 し、 祈たに小支澱粉利j • I Iiー 朴i)j IJ) を 使）1 l した 災打 を 施 I ・．し、 iく 具裟に イ I: 立 て
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そ， o

・ イ史川する 紙は州地、生）；・（名などの素tiが明 らかなものを使川する 。

・ 公 ~- 1紙 に染色力II」 をりい、本紙 と 地色 との調利 に配｝怠する 。

． 劣化の著 しい 111衣装裂地を新， u.'iJ し、 仏表公） 1多 式のム具装に仕立てる 。

［修川 1:r:lx~ 1 ;· ,1 : : の イ1， 成 ］

· W1切状況、処凶内容、使） ll材料＇、新知見、 ji:t 11 1象＾りを 褐仙する 。

「 i: / H 1J I戊 1IJ j 」

1) 修如 ll 直［綜劣化糾 ： 織組織 ・ 糸繊度 を本紙料釦 と l, i J 様にして 製織 しに絵糾に、経年でjj/~弱化 し

た木紙 とのバランスを保たせ る ために電子線 を 照射 し、 強制的 に劣化させた糾 。

2) i)叔辿水 ： 粒状訊'/" I炭及びボリプロピレン材フィルター ( 1µ径） にて濾過した水。

）屹武JJJ L Ul、: : 111111(1idx: 1 (1i に化繊紙をフ ノリ に よ リ扱ぶi 礼 II 強 した後、少 ： 内の i址気 を りえ ）JJ し 災紙 を 11:i·

士る ）iiL 。

4) ,, i"li'i!J : 小支澱粉糾l を 約10 り '· HU冷 II介所にて 1呆イ［ して fr製 した枷l 。 按イ,'j'-) J が弱 く、 柔軟 な 火装 i I : ,'( て

に 小 II」 欠 な 朴i)J 。

3 . 工程概要

〇修Jl l'_I l り 池l杏 (Hli協状況、修則カルテ竹威、使J ll 顧料、 ， ： じ録 ' if. 真． 撮；；診＾り ）

②付イ斤物除L(木紙l{ 1 (1i に付ぶ した杓れを刷℃などの 1史川 による 屹條状態での除 L)

③衣製解休 (JJJ L製紙を残し 、 111 公打紙 を 除l、)

①彩色的·の )lj砂サ化状態テス ト及び、'.i~ IJ 洛 ,1

⑤ ク リ ーニング （付沿してい る 水溶日の杓れ竺｝ を礼應過水 にて 、 吸水紙 に吸ぶi: させ除 J;-)

⑤彩色芍‘・：の脆弱化状態 をテス ト及び如慮 ii

⑦ 111 JlJ し災紙除L・（※乾武）JJL I 訟を採川 ）

⑧小 具合な II I 袖修材の除1、(' )'; 1l1i 協議に払つ‘｀く ）

⑤災彩色の判浴止

⑩本紙欠久箇所へ修似J Ilｷ, li (綜劣化糸i\ にて州j 糸 i¥ ( 111 補修材 を II f.1史 JI l した iti所は、ク\'. W im O) J I :多状 に 介 A ぅ -\/

て 1 り丸各形処 i位 を 施 し袖頃）

⑪屹武）JJL I·_ 11 、'i に 川 いた衣打ちのフ ノ リ を 紐紅辿水に て 除ム

⑫小文粉i殿粉柿l を 使川 し、 柘紙にて肌琴打 （糾打紙に染色 }JII I'. を 1iｷ しヽ、 本紙衣 I川 の 図 むKの 兄 え ）j に配

胞。 ）

⑬ 古柚l を 使川 し、 柘紙 (X栖紙） にて 」杓裏打

⑪折伏せを施 I . し 、折州の修似

⑮本紙 と衣公裂地 を判I 装の J I多に付廻 し

⑯旦湖 を創 ll し、 柘紙（）ミ柏紙） にて 中以1: r (2 1111) 

⑰古枡l を 使川 し、 柘紙（守陀紙） にて総以1;j 

⑲袖糾 を J池した箇所への袖彩

⑲允分な乾媒後、 軸 百 ・ ）／、厄銀は刊使） ll 。 端喰は内使川せず訓1 :本 ・ 梵裟 ・ 紐を新』，Ii] し 、 判 I ン凶 イ I: , '(

⑳桐人巻添訓1 ・桐｝至郎粕 ・ 設 l恢 ・包裂の新1 ~ 1',j

⑪修則後閲l査および修迎報化判の作成



イl多 J'l!. Hx;1;ｷ91 

\ 価朽
イI参 Jll).ijij 修 Jlj!_後

11: 様 ）；沿：地製イ，1 ： バ；；

形式 仏衣装（真之 1\\ ) 仏衣装（良之 1'店 ）

総紘 和： II地），り化火令爛 1/: 切也ー ifi.>袋 ~1. )'] · J,l:・ 1 '/ (・文綾 : ~ ゞ 1,:説染 糸11· ) し／ ）ム:c·織物

中廻 し ・ 風悶 (I J也u汁i倫糸文ツ令オ1崩I j'I 地ー ・ 仇泌辿り'1; ),i 「化又令爛 ｛ 矢 ii i. 染 }ム イ， ;·織物

/) 、J}·I、j. ( I 地佃：地 裂 紫地他I~地裂 :~ ---------刺I j'『• 金物 辿 1'1'叫 iー 1'i'1 文緩金 , 1り 1 1 辿，'1じ）炉'? _文金銚金判I : I り使）ll j JL ([1· ' か{1t1I I I .!Ji 

発装 ·11 11l i 1l1 オ多小1· i11111 (',ii lj り 1 11111 ) 杉材刊l ｛ 絋 Vi'i) 辿水 1 1砒 i ;

獣 紗 ~‘l’l‘f‘ : 羽了． 爪糸i l : r;,-, v.i;J 弊ネ 1

保イf箱 ダン ポール 札i])ペ巻添 1li1 II ・ 枷j)令郎箱 ' :' 祈: , v ,1iJ 1i1il I I)又）社

船11吹 '1"1 1'「、: 外貼：渋.,; I 格紙、心紙棺）？紙: : 祈，品l りr-1 1

1-;z1 5 1疹 Jljl_I jij : 111 (,11i1浴糸Ii Iｷ. O) }JII'"(¥: 

Fig. 5 Before lrcalrncnl: ln1rninling o( し h c o l cl s il k

infill 

lｷ'iｵ:. (j MLcr Lrcalrncnl: [npainling o( しh e old silk 

in 「 i11 



92 

4 • 表具装に付随する修理前の状態及び仕様記録

イI多 J;li!_ 1i1if炎 寸a、ー (cm)

令休、J- iよ

本紙、J · 社、

表具、j社-~

総緑 I. 

1,ｷ 

~: j 

中廻 し I. 

1,ｷ 

廻 し

）孤 ,:;:: 

I) 、li·I、t- 内

外

1!!111 長

,11111 径

1J¥JIJ i'l11 

使） ll 材料

1ヽ 雨り 1]

肌災紙

折伏紙

j竹製紙

中災紙

総公紙

ネIIJ修糸il 

按着剤

修埋前

丈235.5 X IIJ1 4 1.7

丈 156.5 X 1IJ116.6 

修」:1p_I jij 

38 2 

15 4 

10 2 

15 7 

7 8 

] 5 

5 

0 25 

0 25 

152 1 

4 6 

5 

材質お よび名称

朴省紅瓜； ( I ・・ ィI,.~名甜氏）

梢紙（入濃紙）

柘紙（入柏紙）

柘紙 （入i+i!り 紙）

朴、名紅氏 ('.-j ·1紆；甜氏）

経 ： 2 1 中 60枚 2 人

糾\; : 1 4 中 2 抜 120横

新糊（小人澱粉利j)

古オMl (小麦澱粉糊由水）

修皿後

丈250.1 x 1IJ144 

丈 159 . 1 X II J116 .7

イI各 J1l !.1&7
43 7 

22 l 

12 I 

—— 16 I 

7 9 

I S 

6 I 

0.3 

0 3 

154 5 

4 LI 

4 85 

/(:J也製イii :':·r;-;

1•,' :j 久II !'i~-. JI I. 稔火

軋支 1 ', しりし ）、ゞ 111 炭:1 ; ;\fし I S

奈 良 ! 1,!· . I .'.; 怜: ii-ｷ 

余艮 りし. I. 汗:iiｷ 一 ·

余艮!', し. +i'i'; J ! Lj 弘、h

;; (れ IS . J上、 イ ， 情i股；化勿

中村製柚l

I I I 村製朴Jj • 弊1 1



修J1n·r11:1; 9 

l><I 7 ·(I冬 Jlj!_ ij i j : 朱I 糸il ク(j各 i簡 I祈

Fig. 7 Be 「o re Lreatment: Losses in Lhe silk supporl 

似110 /1各 J1 i!_ 'f炎 : 糸怜 り ・・(/) ; り●● 』し

Fig. 9 Bdorc Lrc,tlmcnt: Cri111c Lhal has accumulalccl 

over Lhc years 

Fig. IO /¥ftcr Lrc<1t rncnl: Grime Lhal has accumulalcd 

over Lhc years 

5 . 損傷箇所及び処爵の詳細

( I ) 本紙欠失 j;-.'?j 所及び 111 f<lll修箇所

［状態 ］

欠失 j:ぐiJ り］・

・竹：し し、す）祠 iや也災による 本紙料糸ll の 欠洛

・ 経年による 湘別の HI~弱化に伴 う 本紙利• 糸ll の 欠洛

lll flil イI多 佃iJ り［・

虞 ?1: l

• JJJL 災 I ・． に 直桜施 さ i し に ）~ I I 喩

・ 補修糸ll !ｷ. の ）~ I I ' °!\ (各羅りとの殺lt'iの }~ '1'11 1 、 動物の身体表視＾り）

• 本紙料•糸 1l Iｷ. に及ぶオ ーノゞーペ イ ン ト

欠失 f外 ）りi

ｷ11 l)l / しリと甜（消余ム:t炎、 4ゞ 甜C ク(リ~ 箇． ）り1· に 補修糸il を 袖 J浜 した 。

． 靡）j-t...: な· 1,,n修箇）所に補彩した。
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111袖修 i芯)i所

・肌及 I ·.及び 111袖修絹 I ·. の 111 I り('1: について、各{il l分の叶訓な記録を残した。

・ オリジナルの図様を帷正することを払木）j針 と し、），し本的 に IIIM瑛材は除l、• した 。

→小具合な 111袖修絹 (/JI I 舶、 袖 J夜）は、材質） を 除去した。

111 Jl!L災 卜の /JI I 汀’・［は 、）lJL災紙 を ，り I ) 分 (Iく） に残 し た場合の本紙に及ほす保イ/Iの弊 ·,i;: を 初恵し、

除L した 。

． 釈迦似につ いては、；'fl )分 (Iく） に オリ ジナル と 其イ［ させる 形で伐 した 。 (l.'i賃じ 参照）

( 2 ) 経年によ る 染み ・ 付沿物'~(;-; の i り れ

国態］

・ 付ィ＼＇［物（蝿党 ・ 紙繊輝''.(;-; ) による i り i しが{if 認 さ i した 。

・ 経介 に よ る i り i しが本紙JI111 I (1 i 令 1本 に I J.: じて しヽ た 。

l処 ?1:l 
． 拡人・銭で付叶＇、［物 を 雁認、 しな が ら 、物」・ lj!_ ( ! ~、) に 除 .l:ｷ した 。

・ 彩色の状態 を確認 し た後、 ?I恙過水 を 川 しヽ吸水紙に水溶I牛の的れ を 吸ぶj"- させ除上 し に 。

釘がI '· に よ る 化'/変化＇りの 翡刻·班 を 名應 し 、 悲 i'11'i を 1史 J IJ する洸浄処 ;;り': 't.1 jｷ わなか っ に 。

(:1) 1"J『 m

l 斗人態 ］

. ; 咋しし叶釦）［れがI 卜 じ ていた 。

． 折柏の辿1 J に 1平 い、折 1I 1 /fo 分 が欠裕 し て l, ヽた 。

• 本紙 11 I 央部 に 刊 1本の 歪み に よる と 、息 われ る 撚れが牛 じ 、 Hli幼か発/1-: して し、/..:()

［処 ;;,·;:l 

． 苫しい折机に より 1 \ -: じ た 亀裂及ひその間辺の本紙料糾の欠浴箇所• に It 補糾 を 施 し た 。

. J1佗及4 」 を h っ た後、 折机箇所 に 災 I (1 j よ り折伏せ を施 し、 折机 を修復 した 。

• 各裏H紙の）.'/ さ及び糊の秤如 を 閲；l 東各し 、 令休の ） '/ さ ・ 強度 を ·l,夜 えてH ヽ，( てた。

.).¥; 岱添軋11 を祈叫l し巻 き 径 を 人 くす る こと で 、 ,111 げ に よ り生 じ る 折 i しの ；；診烈限 を 緩利 し に 。

. II ~ 勺危木多製判1本 を新晶l し取り 付 け た 。

(4) 絵具）け の 、'.(i j 腐H ・ 晶 I ] 洛

鳳態］

． 舒り· に より絵具）¥'',, の ）l蓼質がjj他弱化 し、依IJl!lH・ ・ 糾 ・浴が小 じて しヽ た 。

・ 絵只）iりが経イIの掠れなど により、 料糸il とともに、}lj 落 して い た 。

・ 料釦の欠失な どにより裏彩色の森出 して い る f/;'j 所がみと め ら i した 。

・ 絵具 に ）,;,,,, 状剥淵か1 1 -: してしヽた 。 (llJ に 「訓青 」 ・ 「緑 ， ';· 」)

［処 i位 ］

・ ウサギ膠水溶液 (3 %)にて 晶ljy各止めを施し た 。

※オ リ ジナルの灼伍に切邸し、刹たに作l'i 糸 il を 施 した箇所以外（絵具のみ摯1 」 洛した箇所な ど ） への 補

彩は1 iわなか っ た 。

IL 
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|火 I I I イI釜 J1il.1i1i : i 、 ) · ,jfj"-~勿

汀g . 11 13cforc Lrcalmcnl: Foreign mallcr 

図 1 5 修理前 ： 料絹 とと もに依l j 浴

Fig. 15 Before treatmenl: L i 「 ting of Lhc silk 

support 

イI多 J1i!.N< : 1 i 9 

1:xl 12 1彦 Jiff妥： 付~•'j"-物

Fig. 12 Aflcr Lrcalmenl: Foreign mallcr 

|火 I I (j (1冬 J IJ!. f姿 ：湘 I · 糸Ii とともに依lj 浴

ド i g. 16 /\ 「 L c r treatment: l , i 「 tin g o 「 the silk 

support 
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似I19 fl多 Jり !. 1i 1 i: [: メ［ 柑} O) ズ レ

Fig. 19 Bcf orc Lrcalmcnl: DisplaccmcnL o 「 Lh ハ

pa1nLing supporl 

図 18 修J'I'.後 ：｝怜状剥翡w

Fig. 18 After Lrcalmcnl: !~lakin g or layers 

ド i g . 20 A fLcr LrcaLmcnL: DisplaccmcnL of LI 

painting supporl 

( 5 ) 本紙の移動 ・爪な り ． ズ レ

［状態］

·111修 J11!. JI 、'i' 及び折廿『内の担似によ り、本紙の移仙や 爪： な りが生 じて し ヽた 。

［処 ;;, r':]

． 図材~ を ,(i、({認 した後、 本紙料糸il を ）べ した 。

・ 図オ菜か ら 位 i性 を 1氷Jr巫で きな し 、 本紙料糸ll は、況状糾：・・ 4、 'j: した 。

(6) 糸il批 ぎ 11外 ） 1)「の 廿 11切

［状態］

． 紆り · に よ る挽れなとの彩烈限 に イl し ヽ 、本紙料糸i i の継 11 /'i l l 分の欠失が 片 し し ' o

［処 ;;,. iJ

ｷ111 /JJ L災紙除l咋後、木紙欠失仰i所に袖修糸ii を 補 J屈 した 。

． 祈た な袖修悩~i所に補彩した。



Fig. 23 Before LrcalmcnL: Damag 

Lo the joints of Lhc silk support 

図祁 修Jl!'.ijij : 1l1Ji1 j"( の経年の i り;· i し

.iilms/111 

修fll)_ れIx ~ ' ;· 97

11<122 修Jq!_ 後 ：木紙の移動

Fi!!. 26 /¥ rLcr Lrｷcalrnent: J¥flcr clca111ng 
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「 糸 il 和林 きゞ 悩~1; iJ1 と 、n上記鉢」

1 20 、 J ·

6.3cm 

1 43 、 J ·
―➔ I < > I < 

4 

1 22 、 j

7cm 

( 7 ) 衣装の 廿lit~ ''.り

じ1人態 ］

・ 糸が I'· によ りム ）,;,,,, 裂に約礼や出傷が認めら i した 。

・ 表凶裂担似の 111仙修 j::訂'.I 所があり、人小様々 に 補條が施 されて し、 に 。

• 発公金物に よる 土辻幻裂廿11切が亀裂とな っ て 危険な状態であ っ た 。

·1li1 l1i"1 の経りによる 切れが竹 し か っ た 。

虞 ;;忙 ］

• 1-'< 公裂地 をぷ恥),';] した 。

• 発公金物は今後の担勘の 災囚 とな り うるため 1 り使川 しなか っ た 。

• 1li1l1 I: 介 を 洗浄し 1 り使J ll した 。

6 . 特記事項

1 . 1 I, , 軋 1 1

11 I •I訓 は '1'-· ) J り） り の材が糾み合わさ i して れi'j:J成 さ i してしヽた 。 そ i し らは、本釘および）又 青父紙によ っ てつながi し

しヽた 。 ）X. 古紙には 「延 ' i ,: [J し I 年 ( 1几i i伸 1674 年） 」 の 年 ＇ウが墨 ，い さ i してしヽた 。

祈謁l した q, 肌 11 には今 [11! の修JIii_ 孔 じ鉢の概裳 を !V; , り した 。 尚 、県 ， いは 必打 を 施 し 、 保イ慣'j に糾l め l...:. o

II I I袖 に祈たに墨 げ した記鯰

「平成 I · 八 年三 ） l 修坦＇ 了

平成 I · し年度在外美1,1:u泊修則·]';業

ベ）レギー 1 :立羨術j'.I;り物飴所蔵

釦木苫色佛‘涅槃凶 ー 111盆

指森独立行政法人文化財研究所

東京文化財研究所
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l~ig. 29 Be 「o re Lrcalmcnl: Fronl surf a 

}/11｣ I: i玄玄 t'i ! I, し絃玄 t'i 翡I ) 、↓; t'l_ Ill f / j ヽ開 f

イ 1· 1 11~ 仝 1' I:坂 111!.J.i, 珠哨．： 」

2 . ) JJ し 災除L により 釘た記鉢

[11 IJIJL 災 の状態］

• JjJ し 災紙の酸化劣化が 竹：しし、

・ 絹 ぎの 災か ら 令筍が認められ

． 釈迦の衣の 幻·贔がオ ーバーペ イ ン ト にて 廿' i かれてい z­

• JjJ し 必紙の船 ぎが）、＼• し、

． 釈迦の顧 II I 火条従 に袖修 r:了;i J 枡 あり ( ※ 4、 1い記 参 ，1 附）

・ 後 礼 I) の 金笥が刈'·〔尽蔵に災から押 さ i してし、名

［裏筍の様（ ］

111 JJJ し災紙の絹 11 の 間 に令筍が認めらオした 。 また ）jJ し 災紙の 災側にも令舒'i が故凡 していた。 さらに 、 j'.x j わk

に対 してズレた状態で金紹が利雑に災 1(1 j よ り 押 さ i している 札< ( から、 111修 J用の 際に 災Wiが施 さ れた 11]

t i 尼刊： 力ゞ 1 心； し ヽと 、也、わ i した 。

釈迦1集の /)II " ・1\ に ついて

「修 Jl j !_ 州 の；1人態 」

釈迦像は、顧や休に至るほとんどの悩:i 所 に）Jl i''.Iヽ，1:や オ ーバー ペ イ ン ト ＾，りが施 さ i してしヽることが確ぶ忍 され

た。 牡に顧 I(1 i部分は、）ゞ きく 袖修糸i\ が袖限 されてお り 、オ リ ジナル料糸11 にわた り顧が4胄i きこまれ、 1;.

面観釈ではその駁界が確認し洲い状態であ っ た 。

技iL としては 、 訓粉によ る 1ヽ・地→筍押 し→線オ伯 と い っ たその他の JJI I 汀'、1 箇所 とは炭な っ た J . \~; な ）JI li("i: が

1 iわ札ていた。

「検ドJ1J、l 容 」

林本的 に 111祉l修材は、保イ｛・」．不具合と 息われるため除去すると い う 力針であ るが、図様の村り成におい

て］災な変索となりうる木諄の顧部分に施 された 111修 J:』I'. については協議 ・ 検詞 を 変した。 111 何l=i修材除

去により、釈迦の顧が人きく欠落することがIIJ I確 と な っ た 。

① 111補修材を除去すると、オ リ ジナルの料絹 とネ甫修糾の双方に渡り同ーの可による 加箪か施さ札てい
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るため、 「 H 、 l··,し」 などの顧 1(1 j の じ な 爵I )分が欠洛することとなる 。 そ れによりオ リ ジナルの料糸ll Iｷ. 

に施された加約のみが残 ることとなる。 (— 辿で施 さ れた）JI I "代の 一 ・,,子 I ) 分のみがり！應 くなる 。 ）

②釈迦の顧面部分の ）JI I,,., 陀は、 その他の ，堺飩や作召 I ・： とは明 ら か に リと なる l ・ 寧 な技訟によ り 札'jJI I'I されて し

る 。

③顛而部分に施 された 111 補修糾 は、オリ ジナルの料釦 より も 灼＇．く、テンシ ョンのバランスが；り J i し

とも懸念され 「折れ」や「」祭れ」 などの伯似に繋がることもあ る が、災 j(I fから の処 ;;忙（オ リ ジナル

と の 重な り をなくす、 ）り［みを 削 り格 えるぺり） で1呆イ［← I . 、 1::1;叫の何1; いと 息われる状態にすることは 1 1f

能。

「処 ;;, ;:」

所イ i 者及び修Jlj!_指焉者と の 協議の鮎呆、釈迦像に対する ）~I は(\:やオ ーバーペイン ト 筍については、オ リ

ジナルと の 共イf を選択し、部分的に残すことと した 。 ィ II し、叫(1 j か ら 、 111 袖修釦のオリ ジナル料釦 と

の 爪な り の除ムや、 ）'/ みを 削 り東各 える ".Y孔 の処 ;;i1 を 施 した 。
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Nel,rm (Nir咸ta)

Conservation Treatment Report 

Tit I 

wner 

'llcclion number 

Neh⑰ (Niru呪a)

The Royal Museums of Fine Arしs of Belgiun 

J.514 

dia and rormaL Color on silk, J langing scroll 

TrcaL111cnL underLaken by Sakata Bokujuclo 

Masayuki Sakala, PrcsiclcnL 

1144-1. Ono, OLsu, Shigc1 Prcr cc Lure, 520 0525 
r 、

I reaL111enl period May 27, 2005 -March 23, 200 

1 • Overview of damage and condition before treatment 

and cracks 

Masayuki Sakata 

akala Bokujudo 

Numerous inpainted areas (on the [irsl lining, old silk infills, and silk supporL) 

Flaking and lifting of the paint layer 

Flaking and lifting of the silk supporl (The 11mzr1is/1ilci [painLing on Lhc reverse side of Lb 

upport] and the gold leaf on the reverse side o 「 Lhe supporl are exposed in some areas.) 

Grime including stains and foreign maller (e.g. insecL droppings, paper fiber) 

Abrasion of the joints of the silk supporL 

Displacement, shifting, and twisling of Lhe silk supporl 

arnage Lo the mounting fabric 

Lifting of the lining paper caused by Lhe weakening o[ Lhe adhesive (slarch paste) [rom age 

Exposed gold leaf on the reverse side of Lhe supporl 

Ex posed 1trazaishi!,i 

Inappropriate mends in the supporl 

Damage to the mounting fabric caused by しhe clecoraLive meLal f iL L 1 n釘｀

Grime including stains and foreign matter 

ｷ Grime on the metal roller knobs that was accumulated over the year 

2 . Treatment proposal overview 

[E ・xam111at10n] 

ｷ The extent of damage, the characteristics and fiber composition of the paper, the painting's 

configuration, etc. will be examined. 

onsolidat10n] [C . 
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・ Areas where the painl layer is Ii fling or is in danger of Ii fling will be reinforced by applying a glu 

solution and impregnating lhe flaking layers. ffighly concenlralecl waler solutions wi II nol be used 

since they may contribulc Lo lhe furlher flaking of the painl layer 

[Removal of formerly mended areas] *The proposal will be fully discussed and examined 

Lcxlur 

and weave arc incompaliblc Lo Lhc silk support. In addiLion, a decision whe し he r or nol Lo r 

inf ill s しh a L have been inpainLecl will be made afler consulLaLion and examinalion 

[Mending] 

ｷ The areas of loss will be mended using irradiated silk (See Glossary 1) thaL is similar 111 

and denier l o し h e original silk supporL of Lhe painting. 

[InpainLing of mended areas] 

ｷ InpainLing will be performed in し he mended areas Lo malch Lhc base color o[ Lhc pain Ling wiLhoul 

taking additional sleps such as relouching Lo mainLain Lhe overall balance or Lhe imag 

[Repair o[ creases] 

reinforced and repaired by adhering reinrorccmenL sLrips (Kazo paper cul inL 

i cl しh ) [r om しhe verso a[Lcr allaching Lhe subsidiary lining 

will 

• With reversibilily in mind, a new lining will be allachecl using aged wheal slarch paste ( ヽ・一’

Glossary 4) and remounlecl inlo a hanging scroll 

Paper whose origin is known, such a 'ヽ

ｷ The reporL vvill record in1ormaLion such as Lh 

used, new findings, and phoLographs. 

Explanation of Lcrrns 

doing, aLLenLion will be given to ensure Lhal 

d and Lh 

,,,, malcrial 

1) Irradiated silk [or, 

texture of the w 

ma Lch し he original silk supporl o[ Lhc painting (i.e. th 

aged bv exposure Lo an eleclron beam. Thi 

process is necessary in orclc,-Lo crcalc balance bclwccn Lhc slrcnglh o[ Lhc painting support, which 

had become fragile due Lo age, and Lhc new silk infill 
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) Filtered water: Water filtered with a granular-activated carbon and polypropylene filter (lｵ 

diameter) 

,J) "Dry" hadoage method: A method of removing the firsL lining paper by applying a small amount 

[ moisLure locally. Hadaage is performed afLcr applying a temporary racing Lo the painting with 

weed glu 

4) i¥gccl wheal starch pasle: Pasle made by sloring vvhcaL slarch pasLc in a cool and dark place for 

approximately ten years. Due Lo ils weak adhesive sLrcngLh, Lhc paslc is indispensable for the 

aLLachment of linings Lo flexible mounLing fabri 

3 . Overview of process 

(l)Exarninalion before trealrncnl (e.g. cxlcnl of damage, crcalion o[ a Lrca しm cnl record, pigments 

used, pholographic documcnlalion) 

(2)Rcmoval of foreign ma llc 1 ・ (C r i me し h a l was a llachcd し o Lhc surracc o 「 th e painting was removed 

in iLs dry slale using a brush, clc.) 

(:3)Disassembling the mounling (The [irsl lining paper was kcpl inlacl, ctncl the rcsl o [ し he old lining 

paper was removed.) 

(4)Tcsl Lo dclermine th 

l し（）しhe painling wc1s rcrnovccl by absorbing 

il wilh blotting paper using [i!Lcrccl waler.) 

(6)Tesl lo determine the slabilily of colored pigments and consolidalion 

(7)Removal of old first lining paper ("'The "dry" hadaagc'mclhocl was acloplccl.) 

(8)Removal of problematic old in[ill material (based on pre co ns ul しalion) 

(9)Consolidalion of urazaishi/d 

(IO)lnfilling of lost areas wilh irraclialecl mending silk (In areas where lhc olcl infill malerial wa 

reused, lhe material was re-shaped Lo exaclly ma Leh lhe shape o[ Lhc losl area and lhen applied to 

lhe I 

(ll)Removal of temporary facing. Seaweed glue Lhal was used Lo allach Lhc temporary facing during 

Lhe dry removal process was removed w i し h filtered waler 

(12)}<ozo paper was attached as the firsl lining using wheal starch paslc (The lining paper was dyed 

and finished and attention was given lo lhe appearance o 「 l h c design on lhc surface or lhe painting.) 

(13)Kozo paper (M｣su paper) was allachecl as Lhc subsidiary lining using aged wheal starch paste. 

(H)Reinforcemenl strips were attached and creases were mended. 

(15)The painting and mounting fabric were assembled in lhe form of a hanging scrol I 

(16)Kozo paper (M｣su paper) was attached as Lhe overall subsidiary lining using aged wheat starch 

paste (two layers) 

(17)1{函o paper (Uda paper) was attached as the final backing using aged wheal slarch past 

(18)Inpainting was applied to silk infill 

(l9)jif, 四shu (roller knobs) and zakan (metal fittings) were reused following sufficient drying. "¥A/ ooden 

rollers, hassou (top wooden stave) and the cord were newly prepared and assembled into a hanging 

scroll. 
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(20)Paulownia futo切ol,i soeji/m (roller clamp), paulownia yaro11 box, wrapping case, and wrappin 

material were newly prepared 

(21)Post-treatment examinalion was conducted, a nd しhe conservation Lr 

4 . Material specifications: Before and after treatment 

Be 「ore Lrcalrncnl Afler trealmenl 

ッO llbe ri

(ovcral 1 

border) 

‘、tlura l 1 1 くo nm a r u /

C加 Jr/ (I しua、';/u

(outer border) 

and /trlai 

(decoraliv 

strips) 

UJZ 

jilmshu 

H瓜so1 1 and 

叩加jilt !I 

F瓜'c t tS((

(warijilt:11) 

NIA 

and: Yaslw d 

lotus Ch i nese 「 l owe r pattern on: 

a white background 

'nlc1ｷ paper: Thick: 

l<t,zo paper 

11 ironobu 

Tex Lil 
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After treatment 

Length 250 .1 x Width 144 

Length 156. 5 x'Wicllh J 16. 6 I Length 159 .1 x Wicllh 116. 7 

Mounling dimensions Before trcalmenl /¥(Ler LrcatmcnL 

Souben: Top 38 2 43 7 

Bollom 15 4 22 l 

Side 10 2 12 1 

C/111 11 1 11wa、':ihi·Top 15 7 16 l 

Bollom 7 8 7 9 

M(fしuas/1i 1 5 I 5 

J ,、11/ai 5 6 1 

S11j1 lnncr 0 25 () 3 

Oulcr 0 25 () :3 

| う（） し Lo rn roller lcngLh 152 l 154 5 

!~oiler d1arnelcr 4 6 4 4 

Lcnglh of visible por-
5 4 85 

し i o n of roller 

Materials used 

Type 二凸三
first lining 11-K二per (T osa - ~ 函o pa1 

Final backing 

Kozo paper (Mmo pa ・
(

‘,‘ 

ヽ
＼

‘
‘

、

）
ヽ

‘

、

し
し

.‘

•\ 

‘ 

'ilk infill 
cm, double-strand 

Weft thread: 14 denier, 120 !in 

cm, double-strand 

Wheat starch paste 

, KyoLo: Ilironobu T ex Lil• 
per 3 

Nakamura Seiko 

Adhesive 
Aged wheat starch past 

Nakamura Seiko and Sakala 

Bokujuclo 



5 • Areas of damage and treatment details 

(l)Areas of loss and former! 

[Condition] 

Areas of I oss 

Lifling of Lhc silk supporl due lo mark 

Lifling of Lhc silk supporl accompanying Lh 

Formerly mended areas 

Inpainling directly on the first lining 

lnpainling on Lhe silk infills (e.g. facial expr 

animals) 

inling on the silk supporl 

[Trealmenl] 

Areas of l oNヽ

onscrvalion Trcalmcnl Rcporl 107 

of glue due Lo ag 

1011s o[ Buddha's disciples, body 八 prcss 1 o n s or 

Areas of loss were rilled in wilh silk (叫ow i ng Lhe removal or Lhe old rirsl 1111,ng paper. 

I lo Lhe newly menclccl c1rca'' 

1npa111lcd areas o[ lhc old firsl lining and old silk inf i!J cヽ

1-Nilh lh 

removed. 

l lhc original clcsi.~n o(Lhc painling, Lhc old infill materials wcr 

Id silk in fills (inpainled mends, areasｷwhere an inapproprialc in[illing method waい

mployed or poor qualily malcrials) 

> Inpainlccl areas o f し h e old firsl lining wcr 

しha l keeping lhe [irsl lining paper inlacl in 

conscrval1on 

removed, Laking inlo acco unl し he adverse effecL 

l areas would have on Lhe painling in term 

Areas o[ lhc Sal,yr11111111i were lc[L in place wilh Lhc original suppo r し (Sec noles) 

(2)Grimc including age sLains and foreign rnaLLcr 

[Condi Lion] 

Grime due Lo foreign maLLer (e.g. insecL clrnppings, grime on paper fiber surf ace) vvar• 

Grime had accumulalccl over Lhc years over Lhe cnLirc pa i n し in

n [i rm eel. 

[TreatmenL] 

Foreign n1aLLe1ｷ s1call d whil 

After nL concliLion, v 

blotting paper us ing 「 i i l c rc cl waler 

*Chemicals were nol used 「o r rear Lhal Li 

deterioration caused bv changes in any 

(3)Crease clamag 

[Condition] 

on(irming w i し h a rnagni(ying g i a ' ヽ,.

Time was rcrnovccl bv absorbing iL wiLh 

fulur 

rc1 leaning. 

cceleration 
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Marked horizontal creases had formed. 

reased areas had lifted with the advancement of damage over time 

The ccnLral part of the painting had tvvisted, presumably due to distortion of the wooden rollers, 

and had caused darnag 

[TreaLmenl] 

ilk infills were applied Lo cracks caused by creasing as well as Lo し he surrounding losses in the 

'ilk su pporし

J\[Ler しh e subsidiary lining was aLLached, Lhe areas damaged by creasing were mended with 

Th 

increasing Lhc diamelcr o 「 しhe roller 

Wooden rollers made of Ja pa n "い

(ll)Flaking and lifting of the painl layer 

lCondilion] 

The glue binder of the painl layer had weakened d ue し o age ancl hacl resulLed in し he flaking and 

lifling o [ し h e paint layer 

The painl layer had h [Led along w i しh Lhe silk supporl clue lo years of abrasion 

J¥.reas where the urazaishi!ti was exposed due lo losses of Lhe si I k supporl were confi rrned 

Pigmenl had been flaking (parlicularly azurile and malachite) 

「 T rea lmenl ]

Painl was consolidated wiLh a waler solulion consisling o[ rabbit skin glue 0%) 

*To respect the original, inpainLing was noL applied Lo areas where silk in 「 ill was noL newly applied 

(e.g. areas where only the painL bad lirLecl) 

(5)Shifling, overlapping and clisplaccmcnl of lhc pai nling support 

ndilion] 

ｷ Parls of しhe painting had shifled or overlapped due lo damage incurred during Lhe former 

lrealmenl, damage from creasing, etc. 

[ Trea しmen t ]

ｷThe silk support was returned to its original position u1 

referring to the image of the painting. 

ilk support fragments whose location could not be detern廿 necl from lhe image were kept at their 

present location. 

(6)Damage to the adjoining areas of the silk support 

[ Condi ti on] 

ｷ Losses of the joints of the silk support were marked from the effect of years of abrasion. 
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[Treatment] 

Lost areas were filled in w i し h s ilk 「 o ll o w ing Lhc rcmo 

Inpainting was applied Lo Lhe newly mended areas 

Joints of the silk supporl and r 

120ki 143/,i 
<— >< >< 

36 3cm 4:3 3cm 

(7)Damage to Lhc rnounling, 

[Condition] 

] 22/a 

37cm 
> 

onscrvalion Treatmcnl Reporl l 09 

f し h e o l d 「 i rs l linrng paper 

Grime and damage 「 ro111 c1gc were conrirmcd on Lhc surracc layer 

There were areas of しhe mounling fabric w i し h damage LhaL was mended in a former L 「ealme nl ,

and infill malerials or various sizes had b 

The 111ounling fabric was crackin_g fro 111 し h e da111agc caused by し he decor a Live 111ela I ri LLi ngs a11cl 

was in perilous condiLion. 

Grime on the jilms/111 Lhal had accurnulalccl ove r しhe years was marked 

[Treatment] 

Mounting fabric was nevvl 

Decorative metal fillings were nol reused s in ce し h ey may cause r u r しhe r clamag 

The jilmshu were cleaned and reused 

6 • Notes 

1. Nakajileu (bottom wooden roller) 

The naleajileu was made of half-cylindrical wooden rollers. The rollers were joined by wooden nails 

and scrap paper. The year "Enpou 4 (¥?if eslern calendar: I 67LI)" was wriLLen on Lhe scrap paper in 

sumz. 

On the newly prepared nakajiku, an outline o 「 Lhe Lrcalmenl reco1ｷcl vvas wriLLen in sumi. The Sll/111 

note was lined and stored in a storage box. 
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2. Findings from removing the first lining 

[Condition of the old first lining] 

The oxidation degradation of the first lining paper was extensive. 

old leaf was observed on the reverse side of the joint 

The paltern of Sakyamuni's robe was ovcrpainled. 

The joints of the first lining papers were thick 

The center portion of Sal,yomuni's face had been Lrcalcd. (*Sec nolcs) 

The gold leaf for the verso in[ills had been haphazardly applied from LI 

[ Conclilion o[ the 11rahalm (metal leaf ground)] 

Cold l ea 「 was observed at Lhc joinls of the old [irsl lining paper. Gold leaf was also scallered on the 

reverse side of lhe first lining paper. Fur しherm o rc, based on obscrvalions Lhal gold leaf had been 

sloppily pressed 「 rom lhe reverse side, in a way in which lhc gold lcc1[ is nol in alignmenl wilh the 

clcsign, し h e re is a high probabilily Lhal 11m/1rt!c11 had been applied cluring Lhc forrner Lrcalmcnl. 

J. Concerning Lhc rclouching of Lhc imag 

I Condi Lion before lrcalmcnl] 
) f Sa /.:ya 1111 n 11 

l<clouching, ovcrpainling, 

ln parlicular, <l rcas o f し h

lrawn on Lhc original silk 

original and which vvcrc Lh 

wcr on[irmccl on mosl parls o[ Lhc race and body or Lhc Sal~yamunふ

n largely filled in wilh silk, and lines ror Lhc race had been 

sudacc il was dirricull Lo conrirm which were the 

Rclouching hacl been care[ully clone by し h e me し h od o[ applying while pigmenl as lhe base.-> Jlaliuoshi 

(making a design by applying gold, silver, o 「 co l o red leaf wilh glue) > se11gal~i (drawing oullines), 

in conlrasl with olher areas which have been relouchcd. 

[ I lems considered] 

sually, old infill malerials arc removed as Lhcy arc believed Lo be unsuilable [or conservation. 

I fowever, il was necessary lo hold consul la Lions and give careful consicleralion whclher or not to 

remove Lhe formerly mended areas o[ Sal~ymm111i 's 「ace - an imporlanl elemenl lo Lhe composition 

o r しhe painling. IL vvas made clear lhal Lhc removal or Lhe old in[ill rnalerials would cause large 

叩i ons o[ Sakyamuni's face to b 

(!.)Because both lhe original silk supporl and silk infills have been inpainlecl by the same restorer, the 

removal of Lhc old infill malerials would cause major porlions of lhe face to be lost, such as the eyes 

and nose. As a result, only the relouchecl areas o[ lhe original silk support would remain. (Only a 

porlion of the inpainted areas would b 

(2)Areas of Salqa加叫's face had been retouched in a careful manner, clearly in contrast with other 

areas of the boclhisattvas and animals. 

(3)The old silk infills that had been applied to parls of the face are thicker than the original silk 

ｷupport, and imbalance of support strength is a concern. Although this could lead to damages such 

as creases and abrasion, treatment from the verso (e.g. removal of the areas overlapping with the 

〇rig in a l by charnpfering) can elin廿 nate any problems that may arise with respect to the conservaｭ

tion of the painting. 
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[Treatment] 

As a result of the consullalions wiLh Lhe painLing's owner and LrcaLmenL supervisor, it was decided 

that the inpainting and ovcrpainLing or the Sal, く）101111ml image will be kepl in sclecLccl areas and 

allowed to remain w i Lh し he original supporl. TreaLmenL such as Lhc rem ova I of Lhe overlapping area 

of the old silk in-fills and original silk supporl a nd しhe champfering o[ Lhick areas were unclerLake1 

from the ve r 0ヽ

TranslaLecl by Jennifer Takigawa (Urban Connections), edited by Yasuhiro Oka and Regina Belarcl 
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l' i'c槃 1 ·メ |

作品解説

木図は沙祁双樹下におけ る 釈迦仏の人滅、 すなわち柑槃の '!'i'i贔 を ムした図イ集である 。

束恥又化財研究所

勝木 I;· 一郎

-1-"plil 1 (1j の贔 l ·.W,• に位甜する入空は、榊，色の 人 と 窄か らなる 。 i1111I (1j の最 I ·. ) ,; ,·,, 中 央の 人．` には悩lJ l 、 p l11 「(1 j の

左 I ·. 、）く と 窄の燒には雲に釆 っ て飛米する ）梵 J、[I) 大人 と f.'j: 久 2 A が払＼かれる 。 ）他 」 nu文 人 は 仙 で ii人 を ふく姿
さしば

に 、 最後）じに小 る 1守久は、 競とよば九る 帖ち 了の 長しヽ 「 うちわ 」 をかたど っ た儀式の心具 を悴げる姿に表

c れる 。 ）炉耶人人のす ぐ後ろに I、,,、る イ ．＼久 は、’糾裕か ；序：し しヽ ものの、お そらくは 火蓋 を枠 lYにと 推測 さ i しcv O 

い で窄の ,~-'こは水 I (1j か）ムが る 。 水流がうねりながら、水飛沐をあげる光贔は、 (I < 1· ,','i さ 起 こすことでよ

c れる 。

そして 地 1(1iの ,1, 央には絞台が ;;忙 かれ、その I ·. に釈迦が右 T枕 に松Ii1:UI. する 。 ；以台 の間 IJH には沙紺i決 メ又杜,. 8 本

が1 1 -: える 。 沙羅は 2 杯類に4贔 き 分け らオしている。 l 種類は 菜や ‘火 を I'I く緑」［又 っ たタ イ フ で 、 もう I H:類は

菜の緑」［又りがなく、 'jくを 青 く衣したタ イ プである 。 凶渾雀や八 ，:·1 1 ) 衆、 弟（などが柑槃仏 を取り IJH む 。 なかで

も 柑繁仏の後ろには男女 1 糾 と 息 われる:_I (1 i 多 胄の ll 11f修抑\ 、 1 iii には ,i,: 珠 と 錫杖 を す、 lj: っ た 地）1': 泌 ，！・｝，渭泥 I I怜、 1 廿 i1

1(1i J, ・ ト には光背のよう に ·リにビを踪わせた i犯 I ~ 1 杓などの表況は fr ! I される 。 I'1 11I (1 j の ,,・にはさまざまな {i)J物

が参集する場 1(1 j がi;i'i'i かれる 。

本図の村り成 を 兄 る 限り、 ある 一 •つの経典に特足 し 図（象解釈 を 辿めてい ＜ことは難 し し、 。 例 えばN.槃する
ぶつはつないおんざよ う

仏の姿は I', u、 t iI. d尺 『仏般泥れ i 経』 の 記辿 に近しヽ が、 両膝を 1111 げて い な い などすべてが経典辿リ にムされ
だいはついけんざよ）

たとは ， i い）洲い 。 また動物の参集 も凶•他1\ 識 ，沢 『 人般柑槃経』 40谷本 に 出 されるとは しヽ え 、 その ，記述が、忠、
火に図像化されたと はいえ ない 。 こうした 、•,'!: から 兄 1 しば、 本図の朴＼成 は仏柑．槃を 汲 ＜各種経典をもと に朴lj

成 されたと ぢえる ）jが妥 ：り であろう 。

本図 を II 本 にお け る 柑槃1 :刈 の｝及川の 11 I で位; ;忙付け るとすれば、末叫l 川の柑槃図 を 「本にしながらも 、 II 

本における 浄• 「教息想の彩烈•限 を 留めた表祝 と 兄 Z

参名文 蘭）く

中野 I~二『柑槃図』 （ 『 11 4の入術』 第268'り）が文哨.: 1988. 09 
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Nehrm (Niror11./(/) 

De cription of Artwork 
'nichi ro Kalsuk, 

aLional Hcscarch lnstilule for Cullural Pro per し i cs, Tokyc 

This is an iconography of the death of Buddha under saLa trees, otherwise known as an imag 

Nir呵a. The expanse at the topmost area of the painting shows heaven and earthly sky in indigo bl u 

In the heavens, at the center of the very top portion of the screen, is a full moon. On the l ef し s icl ゞ 9

the border of heaven and the sky are Buddha's mother Mayo and her two maids flying in on a cloud. 

M加 is wiping her tears on her sleeve, while the maid who sits al Lhe very back is offering a sashibrr, 

a ceremonial fan with a long handle. While much of the painl around the maid sitting immediately 

behind M酬 has chipped off, she presumably was offering an umbrella. Under Lhe sky is an 

of water. White paint is used to express Lhe unclulalion and splashing of Lh 

[ 

11 

xpa1Y' 

water irrcnl 

At the center of the screen is a bed, upon which 

arm. His bed is surrounded by eigh t 領la Lrccs. Tw 

The leaves and fruit are outlined in while 「or son 

painted in blue. Bodhisattvas, hachib11s加 (LI

reclining Buddha. Figures and th 

Asura with thre 

uclclh n his righl 

a1 fruil 

ｷurround Lt 

way 11 r aLLcnLion 

and many arms who ap 

reclining Buddha; a l(iligarblw slancling in fro1 

metal rings attached lo lhc lop; and 

as if a halo. At the bollom or lh 

fac 

呟(I雇;a al Lh 

n 1s a gall r ｷ ーg 

Judging by the image's 

particular Buddhist sulra 

which is described in Lh 

based on on 

lhal 

such as th 

Moreover, whil 

translation 

facL LhaL h 

on thes 

f lb 

しh

locs nol Iｷ 

[ many anin 

T 

I by black clouds 

Lo assum II ず

D加rrna- ra伶{(

LlY 

If this image is Lo be posilionccl somewhere w i し h in Lh 

ibly moclclccl aflcr Lhc 1Virum:w s 

) , whil e al Lhe same Lime influcn 

it is po 

clynasti 

|IIIIIL 

lopmcnl o 「 Niruii1.10 images [ouncl in Japa1 

of SOI~ 郡n―g(I (Chinese pa in し i ng o[ Lhe Song and Yua1 

l by Lcachings or Japan's Pure Land Faith 
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